
　新しい区議会が始まりました。皆さんのご支援により、日本共産党世田谷
区議団は、新人を２人を迎え３人から４人へと議席を伸ばすことができまし
た。交渉会派となったため、代表質問を行う事や幹事会・理事会に議決権を
持って参加する事ができるようになりました。新しい区議団で引き続き区民
の命・くらし最優先、福祉と教育の充実に力を尽くします。 

補聴器購入費助成制度 
アフターケアまで行き届いた制度に 

　この間区議団は、高齢者、１８歳以上の
中等度難聴者への補聴器購入費助成制度の
早期導入と、行き届いたアフターケアを求
めてきました。 
　昨年行った、高齢者ニーズ調査では高齢
者の2/3が「会話が聞こえづらい」と答え
ていますが補聴器を使用しているのは
15％。持っているが使用していないが
7.8%。補聴器を持っていない理由につい
て 「高額だから」が12.2％で1位「補聴器
でどれぐらい改善するかわからない」が
1.7%で2位。購入費助成導入と購入後の十
分なアフターケアの必要性が示されまし
た。 
　これまで求めてきた、購入費助成制度の
早期導入、アフターケア支援の充実や生保
世帯の方でも安心して利用できるよう現物
支給も検討することなどに加え、今回、レ
ンタルへの対応も求めました。

補聴器購入費助成制度 
　　　　　　　　来年度実現へ！ 

　65歳未満を担当する障害福祉部、65歳以
上を担当する高齢福祉部からそれぞれ「令和
６年度からの実施に向けて検討」するとの答
弁。実施前提の答弁に変わったことは大きな
前進です。さらに、高齢福祉部からは「補聴
器を装用する際、聞こえの状況の把握、適切
な補聴器の選定及び適合調整はもとより、購
入後のアフターケアも含めた丁寧な対応が必
要」との認識が示されました。 

要求運動との連携強めて実現へ 

　この間、私は、「聞こえのアンケート」に
取り組み、補聴器購入費助成制度導入を繰り
返し議会で求めてきました。議会での世論が
高まる中、制度実施を求める署名陳情が議会
で全会派一致で可決。来年度実施への大きな
力になりました。より良い制度実現にさらに
取り組みます。

こんにちは  　高城　くにこ　　　　　 
たかじょう訓子です！　 
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自転車用ヘルメット購入費補助開始！ 

7月下旬から来年3月31日までの期間、
販売協力店において、安全基準を満たし
た自転車用ヘルメットを購入した区内在
住の個人10,000人を対象に、ヘルメッ
ト1個あたり2000円の補助が受けられま
す。(予定数に達した時点で補助を終了) 

⭕ 補助の対象
SG マーク(一般財団法人製品安全協会の安全
基準)が付いている 自転車用ヘルメットおよ
び同等のものを対象とする。(新品のみ)

⭕ 補助の方法 
1)販売協力店（7月の区報で詳細を発表）で
の購入時に購入申込書を記入、住所のわか
る身分証明証を提示 
2)販売価格から最大2,000円を控除された金
額で購入(販売協力店が 立替)

 3)販売協力店は区へ購入申込書を提出、区
が販売協力店へ補助金相当を交付

高齢者の居場所“まちの縁がわ” 
ぶんぶくテラマチ　がオープンしました！ 

　北烏山5丁目にある寺町区民集会所のロビーの一画で
高齢者の居場所「ぶんぶくテラマチ」がオープン。視察
させていただきました。 
　この取り組みは、高齢者が気軽に立ち寄れる居場プロ
ジェクトで、区の委託事業です。 
　ここは、飲み物、コーヒー、紅茶、ほうじ茶など無料
で自由に飲むことが出来ます。 
利用者からは、「いつ行ってもいつ帰っても自由で、気
兼ねなく利用できる」「運営者がいてくれるので安心」
「子育て世代も使えるとよいね」などの声がよせられて
います。運営者にお話を伺うと、参加者ひとりの「やっ
てみたい！」を大切に企画をするのだそう。７月から
「英語タイム」が始まります。 
 日中の暑涼みに行くのも良いですね。 
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